
や

い

は

ち

ま
さ
き

ち
の
み
や

が

く
さ

TOPICS やさしさといのちはぐくむちいきづくり!や・い・は・ち トピックス

4

葛
根
自
治
会
に
は
、

祈
願
す
る
と
腰
痛
が

治
る
と
い
わ
れ
る「
腰

痛
地
蔵
尊
」
が
あ
り

ま
す
。
地
元
だ
け
で

な
く
、
遠
く
か
ら
も

ご
利
益
が
あ
る
と
お

参
り
が
昔
か
ら
絶
え

ま
せ
ん
。

同
自
治
会
で
は
、

お
地
蔵
さ
ま
の
知
名

度
に
あ
や
か
り
、
4

月
15
日
（
日
）
に
こ

の
場
所
で
初
め
て「
葛

根
腰
痛
地
蔵
花
ま
つ

り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
染
河
内
地
区
の
生
活
交
通

の
顔
と
し
て
活
躍
中
の「
思
い
や
り
号
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

思
い
や
り
号
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通

学
、
高
齢
者
の
通
院
・
買
物
な
ど
の
移

動
手
段
と
し
て
、

平
成
20
年
4
月
か

ら
運
行
が
始
ま
り

4
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
4
月
23
日（
月
）、

こ
の
日
も
思
い
や

り
号
は
、
染
河
内

～
一
宮
市
民
局
間

（
朝
・
昼
・
夕
の
3

往
復
6
便
）
を
走

り
利
用
者
は
5
人
。

　
「
思
い
や
り
号
に

乗
っ
て
、
み
ど
り

診
療
所
や
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
も

行
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
」
と
、
運
転

手
の
芦
谷
博
嗣
さ

ん
は
言
わ
れ
ま
す
。

　

思
い
や
り
号
の

ん
は
、「
長
く
続
け
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。
花
が
咲
く
頃
に
、
た
く
さ
ん
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
祭
り
に
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

お
盆
に
は
、
仮
装
し
て
踊
る
盆
踊
り

大
会
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
、

こ
れ
を
楽
し
み
に
帰
郷
さ
れ
る
方
も
多

く
、
自
治
会
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
自
治
会
を
あ
げ
た
元
気
な

取
り
組
み
が
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強

く
す
る
新
し
い
カ
タ
チ
で
す
。

（
山
崎
支
部　
森
井
裕
矢
）

葛根腰痛地蔵さま

「せっかくみんな寄っとんやで何かやろ」と急きょ
老人クラブと子ども会がボール転がしリレーで対決！

23年度の1便あたりの利用人数は0.4人。身近な交通手段として月～土曜日に運行中
（写真はみどり診療所前）

運
行
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
思・

い・

や・

り・

や
た・

す・

け・

あ・

い・

の
精
神
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
交
通
手
段
を
守
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

（
一
宮
支
部　
波
多
野
好
則
）

在宅介護者のつどいについて、お世話する立場の人の心身のストレスや苦痛が緩和されるつどいが続いてい
ることに改めて感謝します。（山崎町　男性）

読者の
感想より

当
日
は
、
約
3
0
0
名
の
参
加
が

あ
り
、
こ
の
場
所
の
お
世
話
を
し
て
い

る
仲
よ
し
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
な
ど
9
団
体
が
協
力
し
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
や
餅
つ
き
、
福
引
な
ど
で
お
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
助
光
和
雄
さ

「
思
い
や
り
号
」に
ご
乗
車
く
だ
さ
い

染
河
内「
思
い
や
り
号
」運
行
中
！

自治会をあげたお祭りに…
葛
かずら

根
ね

腰痛地蔵花まつり開催！！


